
じぃ～とアスパラが大好き♡
（左から）小松 風花ちゃん（11）

小松 清大くん（９）
小松 愛芽ちゃん（７）
有澤 優歌ちゃん（７）
有澤 天河くん（11）
小松 仁瑚ちゃん（９）

　祖父・政朋さんのアスパラを栽培しているハウスに、ワイ
ワイと集まってくれた６人の愉快なお孫さん達。３世代の家
族は、週末になると安田町へ集合します。政朋さんの事が
大好きなお孫さん達は自分から収穫や袋詰めなど、ハウス
のお手伝いをしてくれるしっかり者です。好きな食べ物は
「アスパラ ！ 」と元気に答えてくれました。いずれはアスパラ
農家を継いでくれるのかなと政朋さんは楽しみにしています。
　天気のいい日は、外で大縄跳びをしたり、じぃ～に買って
もらったお気に入りの自転車に乗って皆で仲良く遊びます。
「孫に会えるのが一番の生きがい。これからも元気に育っ
て、ずっと仲良くいてほしい」と祖父・政朋さんは孫の成長
を見守っています。

憧れのスローライフ
大西 達人さん（41）

　父・一司さん、妻・由紀さんと３人でユズ６アールとオク
ラ１アールを栽培する達人さん。以前は香川県でサラリー
マンとして働いていましたが、自分の思う仕事ができず悩
みの多い日々でした。仕事を辞めて何をしようか模索中
に、ふと父・一司さんが兼業農家として栽培していたユズ
をしようと思いたったのがきっかけで故郷の北川村で就農
し、今年で３作目を迎えます。
　「ユズの収穫から剪定が終わるまでは忙しいが、それ以
外は自由に時間を組む事ができるので、憧れだったスロー
ライフを満喫中」と近くの西谷川に泳ぎに行ったり、趣味
の音楽のロックを聴きながら作業をすることもあるそうです。
　去年の春から加工用に加えて青果にも挑戦したり、波
板を使った独特の栽培方法で自然薯を作ってみたりと「自
分達のペースで楽しみながら色んなことに挑戦していきた
い」と前向きに話す達人さんの今後の活躍が楽しみです。

北川支所管
内より

たれ作りが私たちの交流の場
尾﨑 真喜恵さん（63）
安岡 繁美さん（65）

　羽根園芸女性部の部員、尾﨑真喜恵さんと安岡繁美さ
ん達が作っている焼肉のたれ。なんと約30年以上も前から
女性部で語り継がれてきたレシピを使って、ニンニクの収穫
時期に合わせて５月～６月頃の年に１回作っています。「同じ
レシピで作ったが、同じ味にならなかった」という他地区の声
があるほど材料にこだわっているそうで、ほとんどが部員さん
達の持ち寄りで、羽根町や奈半利町の地元で作られたニン
ニクや手作りのみそなどを使っているそうです。
　焼肉のたれは、家族や友達に分けたりして楽しんでいるそ
うで部員の真喜恵さんと繁美さんは「コロナ禍で人と会えな
い中、焼肉のたれ作りを通して普段会えない人との繋がりが
できることが何よりも嬉しい」と頬を緩ませ話してくれました。
　今後も無理のないように作り続けていって欲しいです。

安田支所管
内より

羽根支所管内より

ココだワン ！
ここちゃん（８ヶ月）
飼い主：山本 靖さん

　山本家７代目になるパワー全開で人懐っこいここちゃん。
人が大好きで、初めて会った人にも「私を見て ！  ココだワ
ン ！ 」と言わんばかりに飛びついてじゃれ合います。
　ここちゃんは、家族皆を笑顔にするのが大の得意で、犬
のぬいぐるみボブや枕とプロレスをしてみたり、靖さんたちが
お花に水をかけているとホースで綱引きを始めたり、ホース
の水をがぶ飲みしたりして皆を笑顔いっぱいにします。
　撮影中も、ご近所の人が通りかかると真っ先に尻尾を
振って挨拶に行ったり、本物の鹿の角を咥えて遊んでみた
り、空っぽの鉢の中に顔を突っ込んだりしてチャーミングな
姿をたくさん見せてくれました。その人懐っこさからすっかり山
本家のアイドル犬です。
　これからも山本家を笑顔いっぱいにしたいここちゃんなの
でした。

こ　まつ　ふう　か

こ　まつ　きよ ひろ

こ　まつ　あ　め

あり さわ　ゆう　か

あり さわ　てん　が

こ　まつ　に　こ

あき北支所管内より

焼肉のたれ



安芸地区版

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

「なすぶぅの餃子」大好評

地区本部

中山事務所

安田町中山でシャクヤク最盛期
蕾大ぶりで品質上々

収穫を迎える事ができて喜ぶ松本さん

　

安
田
町
中
山
地
区
で
、
シ
ャ
ク
ヤ

ク
の
収
穫
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ａ
高
知
県
安
芸
地
区
花
卉
部

中
山
支
部
で
は
、
例
年
並
み
の
４
月

上
旬
か
ら
収
穫
を
始
め
ま
し
た
。
今

年
は
雨
が
少
な
い
影
響
で
背
丈
は
短

い
が
、
蕾
は
大
ぶ
り
で
品
質
は
上
々

で
し
た
。

　

同
支
部
で
は
７
人
が
約
１
１
０
㌃

で
、「
さ
つ
き
」「
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
」「
ラ

テ
ン
ド
ー
ル
」
な
ど
約
10
品
種
を
栽

培
し
て
お
り
、
出
荷
か
ら
１
週
間
後

に
満
開
と
な
る
よ
う
に
花
を
見
極
め
、

蕾
の
状
態
で
収
穫
し
ま
す
。
収
穫
は

４
月
下
旬
ま
で
続
き
、
例
年
同
様
、

約
５
万
５
０
０
０
本
の
出
荷
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

約
25
㌃
で
５
品
種
を
栽
培
す
る
松

本
秀
子
さ
ん
は
、「
草
引
き
な
ど
の
管

理
は
大
変
だ
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

て
蕾
が
咲
き
始
め
る
所
を
見
る
と
、

大
変
だ
っ
た
事
も
忘
れ
ら
れ
る
ほ
ど

嬉
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

中
芸
営
農
セ
ン
タ
ー
中
山
事
務
所

の
小
松
知
喜
所
長
は
「
去
年
か
ら
コ

ロ
ナ
の
影
響
は
受
け
ず
持
ち
直
し
て

い
る
。
シ
ャ
ク
ヤ
ク
は
季
節
も
の
の

た
め
需
要
が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
高
知
県
か
ら

関
西
や
関
東
に
も
出
荷
し
て
お
り
、

市
場
の
反
響
も
良
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

芸西支所地区本部 イギリス王室へ
ブルースター贈呈

　

遡
る
こ
と
４
年
前
の
２
０
１
８

年
４
月
、
芸
西
支
部
園
芸
部
研
究

会
花
卉
部
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
部
会
な

ど
が
イ
ギ
リ
ス
王
室
の
エ
リ
ザ
ベ

ス
女
王
に
生
産
者
の
佐
藤
康
史
さ

ん
が
作
っ
た
「
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
」

を
誕
生
日
の
お
祝
い
と
Ｐ
Ｒ
を
兼

ね
て
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

１
カ
月
後
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王

か
ら
届
い
た
手
紙
に
つ
い
て
芸
西

集
出
荷
場
の
上
田
課
長
は
、「
女

王
か
ら
手
紙
が
来
る
と
は
思
っ
て

も
い
な
か
っ
た
の
で
驚
い
た
」
と
、

笑
顔
で
振
り
返
り
ま
し
た
。

手軽に贈れる
ギフトアレンジ作り

イギリス王室から届いた手紙と贈ったブルースターの花上田さん㊧奥からアレンジを教わり喜ぶ女性部員

市民に交通安全を呼び掛ける清遠支部長㊧

　

女
性
部
安
芸
支
部
は
４
月
６

日
、
安
芸
市
内
で
交
通
安
全
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
部
員
ら
は
チ
ラ

シ
と
エ
コ
バ
ッ
ク
を
手
渡
し
な
が

ら
、「
安
全
運
転
に
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
」「
夕
暮
れ
時
は
早
め

の
点
灯
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
」

と
市
民
約
１
０
０
人
に
安
全
運
転

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
清
遠
み
か

支
部
長
は
「
こ
の
活
動
を
通
し
て

少
し
で
も
交
通
安
全
に
対
す
る
意

識
を
変
え
て
く
れ
る
人
が
増
え
、

死
亡
事
故
が
少
な
く
な
っ
て
欲
し

い
。
今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

安
芸
支
部
園
芸
女
性
部
は
４
月

14
日
、
安
芸
集
出
荷
場
で
高
知
市
の

「
花
舎
」
の
上
田
智
子
さ
ん
を
講
師

に
招
き
、
女
性
部
員
15
人
が
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
部
員
ら
は
、
バ
ラ

や
、
ピ
ン
ク
ス
タ
ー
な
ど
の
花
の

他
、
藁
や
薄
葉
紙
の
装
飾
も
使
い
、

自
分
好
み
に
華
や
か
に
ア
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
ダ
リ
ア
や

ピ
ュ
ア
ブ
ル
ー
の
花
は
芸
西
花
生

産
者
の
協
力
も
あ
り
提
供
さ
れ
ま

し
た
。
女
性
部
員
は
「
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
近
所
の
ご
夫
婦
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

あき支所 交通安全活動・
市民に呼びかけ

「なすのたたき」を薦める「なすっこ組」メンバー㊧

　

女
性
部
安
芸
支
部
な
す
っ
こ
組

は
「
４
（
ヨ
）
１
（
イ
）
７
（
ナ
ス
）

の
日
」
の
４
月
17
日
に
合
わ
せ
て

安
芸
市
で
開
か
れ
た
「
第
30
回
手

づ
く
り
登
り
窯
フ
ェ
ス
タ
i
n
つ

つ
じ
祭
り
」
で
ナ
ス
商
品
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
ナ
ス
入
り

餃
子
「
な
す
ぶ
ぅ
の
餃
子
」
の
他
、

ナ
ス
入
り
肉
ま
ん
「
な
す
ま
ん
」
や

ナ
ス
の
か
ら
し
漬
け
の
「
な
が
ら

し
漬
」
や
な
す
の
た
た
き
、
野
菜
な

ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｖ
や
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
も
あ
る
「
な
す
ぶ
ぅ
の
餃

子
」
の
購
入
客
は
「
前
回
は
売
り
切

れ
で
買
え
な
か
っ
た
が
、
今
回
は

朝
か
ら
来
て
買
え
て
嬉
し
い
」「
お

酒
の
つ
ま
み
に
ぴ
っ
た
り
」
と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
な
す
っ
こ
組
代

表
の
清
遠
み
か
さ
ん
は
、「
コ
ロ
ナ

禍
で
は
あ
る
が
今
年
も
来
て
く
れ

る
人
が
い
て
好
評
で
嬉
し
い
。
も
っ

と
多
く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
手
び
ね
り
体

験
や
絵
付
体
験
な
ど
、
安
芸
市
伝

統
の
陶
芸
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。
ご
当
地
グ
ル
メ
も
数
多

く
出
店
し
、
希
望
す
る
と
内
原
野

焼
き
の
器
に
盛
り
付
け
て
提
供
さ

れ
ま
す
。

吉良川支所 青壮年部が
児童と手植えで交流

児童に一緒に田植えを教える宇賀支部長㊧

　

青
壮
年
部
吉
良
川
支
部
は
４
月

12
日
、
室
戸
市
立
吉
良
川
小
学
校

の
５
年
生
の
児
童
16
人
と
吉
良
川

第
一
保
育
所
の
園
児
７
名
で
田
植

え
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
吉
良
川
公

民
館
が
世
代
間
交
流
と
し
て
開

き
、
今
回
で
17
年
目
。

　

同
宇
賀
康
雄
支
部
長
が
、
木
枠

を
使
っ
た
昔
な
が
ら
の
苗
の
植
え

方
を
説
明
す
る
と
、
児
童
ら
は
裸

足
で
田
ん
ぼ
に
入
り
、
皆
で
声
を

掛
け
合
い
な
が
ら
苗
を
植
え
ま
し

た
。
宇
賀
支
部
長
は
「
今
後
も
地

域
の
つ
な
が
り
と
し
て
協
力
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。



止
の
薬
剤
散
布
を
随
時
行
な
っ
て
下
さ
い
。

　

か
い
よ
う
病
は
枝
葉
の
病
斑
で
越
冬
し

春
先
か
ら
降
雨
に
よ
っ
て
伝
染
し
ま
す
。

伝
染
は
生
育
旺
盛
な
新
葉
、
幼
果
、
夏
秋

梢
葉
の
若
い
組
織
で
起
こ
り
や
す
く
、
樹

齢
の
若
い
樹
や
軟
弱
徒
長
の
樹
で
発
病
が

多
く
な
り
ま
す
。
台
風
や
ミ
カ
ン
ハ
モ
グ

リ
ガ
の
傷
な
ど
か
ら
よ
く
発
病
す
る
の
で
、

防
風
対
策
や
発
病
枝
の
剪
除
、
ミ
カ
ン
ハ

モ
グ
リ
ガ
の
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
は
６
月
中
旬
頃
か
ら

葉
で
急
激
に
増
殖
を
始
め
、
６
月
下
旬
〜

７
月
に
最
も
密
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
時
期
は
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
類
や
カ

イ
ガ
ラ
ム
シ
類
の
防
除
適
期
に
な
る
の
で
、

発
生
の
多
い
園
地
で
は
こ
の
時
期
に
し
っ
か

り
と
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
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安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
０
８
８
７‐３
４‐０
１
３
８

振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り　
　 施

設
園
芸

栽
培
終
了
時
の
注
意
点

安芸営農経済センター
営農指導課
芸東ブロック
池知　雅貴

安芸営農経済センター
営農指導課
山影　学

【
生
理
落
果
】

　

旧
葉
の
落
葉
が
多
く
、
新
葉
の
比
率
が

高
く
な
っ
て
い
る
園
地
な
ど
で
は
、
開
花

結
実
期
に
旧
葉
か
ら
の
養
分
の
供
給
が
不

足
し
、
新
葉
と
花
と
の
養
分
の
競
合
が
起

こ
り
や
す
く
な
る
為
、
生
理
落
果
を
助
長

す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
気
温
や

日
照
が
影
響
し
、
生
理
落
果
期
に
25
℃
以

上
の
気
温
の
日
や
曇
天
が
続
く
と
生
理
落

果
が
増
加
し
ま
す
。
特
に
生
理
落
果
期
に

平
均
気
温
よ
り
２
℃
高
く
な
る
と
落
果
率

が
高
く
な
る
傾
向
で
す
の
で
注
意
し
て
下

さ
い
。

【
病
害
虫
防
除
】

　

黒
点
病
は
カ
ン
キ
ツ
病
害
の
中
で
最
も

多
く
発
生
し
、
被
害
の
大
き
い
病
害
で
す
。

被
害
果
は
病
菌
密
度
で
症
状
が
異
な
り
、

黒
点
型
、
涙
斑
型
、
泥
塊
型
と
な
り
ま

す
。
防
除
対
策
と
し
て
は
生
育
期
を
通
し

て
枯
れ
枝
を
除
去
す
る
こ
と
、
適
期
に
薬

剤
散
布
す
る
事
が
重
要
で
す
。
ジ
マ
ン
ダ

イ
セ
ン
水
和
剤
を
使
用
す
る
場
合
の
防
除

時
期
は
梅
雨
入
り
前
に
１
回
、
そ
の
後
は

２
０
０
〜
２
５
０
ミ
リ
の
降
雨
後
毎
に
散
布

し
ま
す
。
梅
雨
明
け
以
降
も
後
期
感
染
防

　

こ
の
時
期
は
急
激
な
病
害
虫
の
増

加
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ン
キ
ツ 

梅
雨
時
期
の
管
理

山
田　

美
保
江

花
き
の
認
証
に
つ
い
て

【
土
づ
く
り
】

　

土
づ
く
り
と
は
チ
ッ
ソ
や
リ
ン
酸
な
ど

の
養
分
の
補
給
だ
け
で
な
く
、
輪
作
・

有
機
物
の
施
用
・
深
耕
・
排
水
な
ど
と

い
っ
た
複
合
的
な
対
策
を
行
い
、
作
物
の

根
を
と
り
ま
く
環
境
を
改
善
す
る
こ
と

で
す
。

　

有
機
物
施
用
に
よ
る
効
果
に
は
、
養

分
の
供
給
や
土
の
物
理
性
の
改
善
の
他

に
、
養
分
の
保
持
、
緩
衝
能
の
増
大
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ハ
ウ
ス
土
壌
で
は

有
機
物
の
消
耗
が
激
し
い
為
有
機
物
を

定
期
的
に
補
給
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

堆
肥
類
に
お
い
て
は
堆
積
期
間
中
に

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
の
幼
虫
が
寄
生
し
て
い
る

場
合
や
未
分
解
有
機
物
の
心
配
が
あ
る

の
で
、
堆
肥
を
投
入
す
る
と
き
に
は
灌

水
前
ま
た
は
土
壌
消
毒
前
に
施
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　

稲
ワ
ラ
や
ケ
イ
ン
ト
ッ
プ
、
バ
ー
ク
堆

肥
は
土
壌
の
物
理
性
の
改
善
効
果
が
高

く
、
家
畜
ふ
ん
堆
肥
は
肥
料
的
効
果
が

高
い
で
す
。

　

目
的
に
合
っ
た
有
機
物
資
材
を
使
用

し
、
施
用
す
る
際
に
は
土
壌
分
析
を
行

い
、
投
入
量
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

【
作
物
残
さ
処
理
】

　

青
枯
病
、
ナ
ス
フ
ザ
リ
ウ
ム
立
枯
病
、

ピ
ー
マ
ン
立
枯
病
、
セ
ン
チ
ュ
ウ
被
害

株
、
疫
病
が
発
生
し
た
圃
場
で
は
、
罹

病
株
を
圃
場
外
へ
持
ち
出
し
残
さ
処
理

材
の
利
用
を
行
い
、
菌
密
度
の
低
下
を

図
り
ま
す
。
圃
場
外
へ
持
ち
出
す
際
に

は
焼
却
場
の
利
用
な
ど
、
残
さ
を
そ
の

ま
ま
放
置
せ
ず
適
切
に
処
理
し
ま
す
。

【
栽
培
終
了
時
の
蒸
し
込
み
処
理
】

　

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
や
黄
化
え
そ
病
を
伝

搬
す
る
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
ハ
ウ
ス
外
へ
の

飛
散
を
防
ぐ
た
め
、
収
穫
の
終
わ
っ
た
ハ

ウ
ス
は
引
き
上
げ
前
（
株
を
抜
き
取
る

前
・
た
た
き
込
み
前
）
の
晴
天
時
に
ハ
ウ

ス
を
密
閉
し
て
蒸
し
込
み
を
行
い
ま
す
。

【
土
壌
消
毒
】

　

青
枯
病
、
モ
ザ
イ
ク
病
、
ナ
ス
フ
ザ

リ
ウ
ム
立
枯
病
、
ピ
ー
マ
ン
立
枯
病
、

セ
ン
チ
ュ
ウ
発
生
圃
場
は
次
作
に
持
ち

越
さ
な
い
よ
う
に
特
に
土
壌
消
毒
を
徹

底
し
ま
す
。

　

栽
培
期
間
も
終
盤
と
な
り
ま
し

た
。
栽
培
終
了
と
同
時
に
次
作
へ
の

準
備
期
間
と
な
り
ま
す
。
良
い
ス

タ
ー
ト
が
き
れ
る
よ
う
し 

っ
か
り
と

土
壌
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

花
き
の
認
証

　

野
菜
な
ど
で
は
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ（
有
機
栽
培
）

や
、 Ｊ
Ａ
高
知
県
独
自
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
栽
培

（
で
き
る
だ
け
農
薬
を
使
わ
ず
、
環
境
に
配
慮

し
て
栽
培
）
な
ど
の
認
証
が
あ
り
ま
す
が
、

花
き
類
に
も
認
証
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
主
な

認
証
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

花
き
日
持
ち
品
質
管
理
認
証

〜
Ｒｅ
ｌａｙ　

Ｆｒｅｓ
ｈｎｅｓｓ

　
　
　
　
　
　

リ
レ
ー
フ
レ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
〜

　

花
き
の
消
費
拡
大
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た

認
証
で
す
。
花
き
で
は
、
食
品
の
賞
味
期
限

と
同
様
、
鑑
賞
に
適
し
た
期
間
（
＝
日
持
ち
）

に
限
り
が
あ
り
、
そ
の
日
持
ち
向
上
が
消
費

拡
大
に
つ
な
が
り
ま
す
。
生
産
者
か
ら
流
通

業
者
、
小
売
店
を
経
て
、
消
費
者
に
届
け
ら

れ
る
各
段
階
で
、
適
切
な
管
理
が
な
さ
れ
、

品
質
が
受
け
継
が
れ
る
こ
と
を
リ
レ
ー
に
例
え

て
こ
の
認
証
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
産
者
部
門
、
流
通
部
門
、
小
売
部
門
の

３
つ
の
部
門
で
、
そ
れ
ぞ
れ
日
持
ち
向
上
対

策
が
さ
れ
て
い
る
個
人
、
団
体
が
認
証
を
取

得
で
き
ま
す
。
部
門
ご
と
に
認
証
要
件
が
異

な
り
、
生
産
者
部
門
で
は
、
採
花
か
ら
出
荷

ま
で
の
時
間
や
温
度
管
理
、
ほ
場
や
選
花
場
、

ハ
サ
ミ
や
バ
ケ
ツ
な
ど
の
衛
生
管
理
、
水
揚
げ

や
品
質
保
持
剤
の
使
用
な
ど
の
前
処
理
の
実

施
な
ど
20
項
目
が
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
知
県
内
で
は
芸
西
村
の
ダ
リ
ア
部
会
、

ブ
ル
ー
ス
タ
ー
部
会
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
生
産

者
を
は
じ
め
県
立
農
業
大
学
校
、
ユ
リ
の
生

産
者
な
ど
が
こ
の
認
証
を
取
得
し
て
お
り
、

徐
々
に
消
費
者
に
認
知
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｐ
Ｓ

〜
Ｍ
ｉ
ｌ
ｉｅｕ　

Ｐｒｏｇ
ｒａｍｍａ　

Ｓ
ｉ

ｅｒ
ｔｅｅ
ｌ
ｔ
〜
（
花
き
産
業
総
合
認
証
）

　

花
き
産
業
全
体
の
、
生
産
・
流
通
現
場
に

お
け
る
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
、
鮮
度
・
品
質

管
理
お
よ
び
、
企
業
と
し
て
の
社
会
的
責
任

を
要
件
と
し
た
総
合
的
な
認
証
で
す
。
も
と

も
と
は
花
き
市
場
の
世
界
的
な
中
心
地
で
あ

る
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
始
ま
っ
た
世
界
的
な
認
証
で

す
。
世
界
の
花
き
産
業
が
持
続
的
に
発
展
し

て
い
く
た
め
、
社
会
・
環
境
に
対
し
て
責
任

あ
る
形
で
の
生
産
・
流
通
が
な
さ
れ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｐ
Ｓ
は
生
産
者
の
認
証
、市
場
業
者
の
認

証
、流
通
業
者
の
認
証
の
３
つ
に
区
分
さ
れ
て

い
て
、生
産
者
の
認
証
は
表
の
と
お
り
４
つ
の

（
環
境
、品
質
、社
会
的
責
任
、生
産
工
程
管

理
）認
証
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。国
内
で
の

認
証
取
得
は
ま
だ
50
件
あ
ま
り
で
、ま
ず
は
Ｍ

Ｐ
Ｓ‐Ａ
Ｂ
Ｃ
環
境
認
証
取
得
が一
般
的
で
す
。

こ
の
認
証
取
得
に
は
５
つ
の
環
境
負
荷
要
素

（
農
薬
、肥
料
、電
力
重
油
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
、水
の
使
用
状
況
お
よ
び
廃
棄
物
の
分
別

状
況
）の
記
録
、提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

Ｍ
Ｐ
Ｓ
認
証
を
受
け
た
花
き
は
、
国
内
で

は
、
こ
だ
わ
り
の
あ
る
生
産
物
を
扱
う
コ
ー
プ

（
生
協
）
や
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
で
差
別
化
し
て

販
売
さ
れ
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
環
境
へ

の
意
識
の
高
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
面
へ
輸
出
す
る

場
合
、Ｍ
Ｐ
Ｓ
認
証
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
黒
点
病
：
葉
と
果
実
の
被
害
）

 

高
知
県
病
害
虫
防
除
所
よ
り
画
像
引
用

流通部門

ロゴマーク

ロゴマーク 表　生産者の認証

小売部門生産者部門

生産過程の農薬・肥
料・エネルギー等の環
境負荷低減への取り組
みを認証

ＭＰＳ－ＡＢＣ
環 境 認 証

ＭＰＳ－Ｑ
品 質 認 証

ＭＰＳ－ＳＱ
社 会 的
責 任 認 証

ＭＰＳ－ＧＡＰ
生 産 工 程
管 理 認 証

グ ロ ー バ ル G A P
（GLOBALG.A.P）に
相当する花きの生産工
程管理を認証

鮮度保障・品質管理
などを認証

従業員の雇用管理や社
会責任を認証
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▼
山
や
野
に
自
生
す
る
ユ
キ
ノ
シ
タ
や
ナ
ズ
ナ

な
ど
の
救
荒
植
物
を
ご
存
じ
で
す
か
？  

災
害

や
飢
餓
な
ど
で
食
べ
物
が
不
足
し
た
時
に
し
の

ぐ
た
め
の
食
料
に
使
わ
れ
る
植
物
が
あ
る
そ

う
で
す
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
山
菜
以
外
に
も

挑
戦
し
て
み
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

山
菜
の
お
い
し
い
季
節
で
す
ね
。
山
の
恵
み

に
感
謝
で
す
。

（
安
田
支
所
・
56
歳
）

▼
と
っ
て
も
美
味
し
そ
う
な
ナ
ス
レ
シ
ピ
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
速
お
家
で

作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
♪  

ナ
ス
は
ア
レ

ン
ジ
が
出
来
る
所
が
魅
力
で
す
ね
。

▼
お
菓
子
作
り
は
失
敗
の
連
続
で
す
。
先
日

取
材
で
聞
い
た
お
話
で
す
が
、
最
近
は
炊
飯

器
１
つ
で
簡
単
に
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
が
作
れ
る

そ
う
で
す
！  

こ
れ
か
ら
簡
単
に
手
軽
に
出

来
る
料
理
も
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
で
す
。

お
す
す
め
の
ナ
ス
料
理
♪　

フ
ラ
イ
パ
ン
に
縦
に
ス
ラ
イ
ス
し
た
ナ
ス
を

花
び
ら
状
に
並
べ
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
適
量
伸

ば
し
、
と
ろ
け
る
チ
ー
ズ
を
ま
ぶ
し
て
蓋
を

し
て
ト
ロ
ト
ロ
に
な
れ
ば
完
成
！  
ナ
ス
は

色
々
出
来
て
美
味
し
い
で
す
。

（
安
田
支
所
・
68
歳
）

う
ち
ん
く
の
台
所
の
レ
シ
ピ
を
見
て
自
分
で

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
み
た
く
て
作
り

ま
し
た
が
駄
目
で
し
た
。

（
あ
き
東
支
所
・
64
歳
）

広
報
の
つ
ぶ
や
き

　

こ
の
春
か
ら
安
芸
地
区
の
広
報
担
当
に

な
り
ま
し
た
恒
石
明
乙
羽
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
色
々
と
模
索
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
少
し
で
も
見
て
い
る
方
に
元
気
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
に
積
極
的
に
安
芸
地
区

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！

　

高
知
県
は
、
美
味
し
い
お
米
、
み
ず
み

ず
し
い
野
菜
、
甘
い
果
物
、
美
し
い
お
花

が
沢
山
あ
る
事
に
県
民
の一
人
と
し
て
誇

り
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
安
芸
地

区
な
ら
で
は
の
旬
の
農
畜
産
物
な
ど
を
ご

紹
介
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
広

報
の
取
材
を
通
し
て
ど
ん
な
出
会
い
が

待
っ
て
い
る
の
か
と
っ
て
も
楽
し
み
で
す
！

（
恒
石
）

税務相談日 令和４年６月15日（水）
あき支所３階会　　  場 10：00 ～ 16：00時　　  間

安芸地区本部　企画組合員課　0887－34－1515問い合わせ

▼
関
係
機
関
の
熱
い
想
い
が
支
援
に
繋
が
っ
て

い
る
と
思
う
と
本
当
に
た
く
ま
し
い
で
す
よ

ね
。
今
後
も
就
農
支
援
を
活
用
し
て
新
規

就
農
者
が
安
芸
地
区
に
増
え
る
事
を
願
っ
て

い
ま
す
。
全
力
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

▼
花
は
見
て
美
し
く
き
れ
い
な
だ
け
で
は
な

く
、
心
が
和
ん
だ
り
香
り
に
癒
さ
れ
た
り
と

不
思
議
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
ね
。
お
う
ち
時

間
が
増
え
た
今
、「
高
知
の
花
」
で
落
ち
込

ん
だ
気
分
を
吹
き
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。

地
元
、
安
芸
市
に
安
芸
市
担
い
手
支
援
協

議
会
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

各
方
面
の
方
々
が
集
ま
り
、
支
援
の
体
制
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
心
強
い
で
す
。
応
援
し

て
い
ま
す
！

（
あ
き
北
支
所
・
63
歳
）

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
や
は
り
花
が
目
の
前
に
あ

る
と
心
が
和
み
ま
す
し
、
綺
麗
な
花
、
可
愛

い
花
が
あ
る
と
自
然
に
笑
顔
に
な
り
ま
す
。

花
を
長
持
ち
さ
せ
る
方
法
や
花
瓶
選
び
な

ど
た
め
に
な
り
ま
し
た
。（あ

き
支
所
・
62
歳
）

令和４年度新採職員のご紹介 ！
４月から新たな仲間が加わりました。どうぞ、よろしくお願いします ！

①読書、かぎ編み
②契約社員として４年働かせて頂いたあき北支所
に、引き続き配属になりました。今まで以上によ
り一層努力して参ります。よろしくお願いします ！

内川　飛鳥 
うち　かわ　　　 あ す か

安芸営農経済センター　あき北支所

①剣道
②１日でも早く皆様のお役に立てる職員になれる
よう頑張ります。

　これからよろしくお願いします ！

弘田　裕聖
ひろ　 た　　　　ゆう  せい

田野支所　信用共済課

① 趣味・特技
② 一言

よろしく
お願いします ！ ！


